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は し が き

ABO式血液型は、 1900年に発見されて以来、古畑、 Ka b a t、

Morgan、山川、井関、箱守の著名研究者により研究が継続され、抗

原決定基、糖鎖構造、生合成経路等が解明されてきた。 1990年になり

山本らにより、 ABO式血液型糖転移酵素合成遺伝子の DNA塩基配列が

決定され、新研究分野の展開が可能となった。我々も、 DNA塩基配列を

もとにABO式血液型遺伝子型判定方法を開発した。

ところで、発見から 1世紀になるこの抗原系の生理学的意義については、

全くといって良いほど解明されていない。本研究では、この点に関して重

点的に検討を加えた。 ABO式血液型抗原は、魚類、両生類等の下等脊椎

動物において既に抗原発現が見られ、進化とともに分泌組織、血管内皮、

赤血球と抗原発現部位が加えられることを報告した。これらの抗原が、ヒ

トを含む晴乳類雄性生殖器官及びその付属臓器や味覚受容器である味膏細

胞に発現されていることを見出だし、精子成熟や味覚の化学的受容にこれ

らの抗原が密接に関係していることを報告した。また、非分泌型個体にお

いては、 ABO式血液型抗原の分泌に明確な民族差が見られることを発見

し報告した。さらに、ヒト胸腺ハッサル氏小体にこれらの抗原の発現を見

出だし、 ABO式血液型抗原の同小体での機能に関して研究継続中である。

法医学的応用面では、臓器・組織中の抗原発現部位の同定により組織片

から人獣鑑別が可能であることを見出した。一方、遺伝子型判定用プライ

マーを用いて、斑痕検査を行うと、魚類を含めた脊椎動物に増幅とハイブ

リダイズが認められ、そのパターンにより人獣鑑別の可能性を見出し、同

時に斑痕でのABO式血液型遺伝子型判定時には人獣鑑別が必要になるこ

とを報告した。また、 ABO式血液型のA及びO型糖転移酵素合成遺伝子

内の DNA塩基配列多型やその民族差が知られると之ろとなり、より細か

い遺伝子型の簡便な判定方法の開発、民族差を用いた人類学的検討を進行

中である。
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